


一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

M
議
案
を
可
決

平
成

2
年

第

3
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、

6
月

初
日
か
ら
お
日
ま
で
の

9
日
間
に
わ
た
り
聞
か
れ
ま

し
た
。

議
会
で
は
、
平

成

2
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど

M
議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と

お
り
可
決

・
承

認

・
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

日

程

と

概

要

開
会
日
の
羽
田
は
、
町
長
の
2

期
目
就
任
あ
い
さ
つ
お
よ
び
永
年

勤
続
議
員
表
彰
が
行
わ
れ
た
後
、

提
案
さ
れ
た
同
議
案
の
提
案
理
由

説
明
な
ら
び
に
議
案
の
細
部
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

翌
幻
日
は
上
位
案
件
に
対
す
る

質
疑
が
、
お
日
に
は
6
人
の
議
員

か
ら
町
政
全
般
に
わ
た
る
代
表

・

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
上

程
案
件
な
ら
び
に
請
願
2
件

・
陳

情
1
件
が
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任

委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
総
合
開
発
環
境
調
査
特

別
委
員
長
報
告
の
後
、
議
会
か
ら

付
託
さ
れ
た
上
程
案
件
な
ら
び
に

い
て
は
、
住
居
面
積
を
表
示
す
る

な
ど
、
判
別
で
き
る
分
か
り
ゃ
す

い
表
示
を
工
夫
さ
れ
た
い
。

2

か
つ
て
な
い
厳
し
い
農
業
情

勢
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
農
家
の
諸

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

土
地
改

良
区
な
ど
の
合
併
推
進
に
向
け
、

県
と
一
体
と
な
っ
た
行
政
指
導
に

努
め
ら
れ
た
い
。

3

北
又
周
辺
は
観
光
資
械
に
恵

ま
れ
て
お
り
、
観
光
機
会
の
拡
大

を
図
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
、

交
通
の
面
か
ら
検
討
さ
れ
た
い
。

請
願
の

「大
屋
護
岸
堤

へ
の
小

型
船
け
い
留
認
可
に
つ
い
て
」
、
「
大

型
店
の
規
制
緩
和
に
反
対
を
求
め

る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
」
と

寸米
市
場
開
放
阻
止
に
つ
い
て
」

お
よ
び
陳
情
の
「
消
雪
装
置
の
設

置
に
つ
い
て
」
と

「生
産
費
を
償

い
、
労
働
者
な
み
の
労
貨
を
保
証

す
る
生
産
者
米
側
の
実
現
を
求
め

る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
」
は
、

願
意
妥
当
と
認
め
、
採
択
に
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
合
開
発
環
境
調
査

特
別
委
員
会

関
西
電
力
黒
部
川
第
四
発
電
所

の
開
発
に
伴
い
、
三
日
市
発
電
計

画
を
朝
日
間
へ
誘
致
す
る
運
動
を

展
開
し
た
の
が
特
別
委
員
会
の
始

ま
り
で
す
。

請
願
・
陳
情
が
常
任
委
員
会
で
慎

重
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
お
日
に
は
、
委
員
長

報
告
、
討
論
を
経
て
採
決
の
結
果
、

上
程
さ
れ
た
同
議
案
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・
承
認
さ ． 

承
認

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
案
1
件
お
よ
び
「朝

日
町
農
業
委
員
会
の
委
員
推
薦
の

件
」
が
上
程

・
審
議
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・
推
薦

さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
議
員
提
出
議
案
4
議

案
が
追
加
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議

の
後
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ヰ
φ
l
レ
わ
～
。

な
お
、
請
願
5
件
、
陳
情
3
件

の
審
査
結
果
は
、
採
択
5
件
、
継

続
審
査
3
件
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
教
育
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
・

意
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
程
で
次

の
要
望

・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

1

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
建
設
は
、

将
来
の
夜
間
照
明
設
備
な
ど
を
も

爾
来
お
年
、幾
多
の
変
遷
を
経
て

漸
く
黒
部
川
支
流
北
又
谷
か
ら
小

川
流
域
に
分
水
す
る
こ
と
が
で
き
、

本
年
北
陸
電
力
朝
日
小
川
第

一
・第

二
発
電
所
の
竣
工
を
み
る
に
至
っ

た
の
で
す
。
こ
の
間
境
川
の
開
発
に

も
乗
り
出
し
、今
や
7
万
削
余
り
の

電
源
保
有
町
と
な
っ
た
の
で
す
。

ま
た
こ
れ
ら
に
通
勤
し
て
、
明

考
慮
し
て
進
め
る
と
と
も
に
、
施

設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
事
前
研

究
に
努
め
ら
れ
た
い
。

2

教
育
文
化
会
館
体
育
館
は
有

効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

と
も
施
設
の
維
持
等
に
万
全
を
期

す
と
と
も
に
、
効
果
的
な
修
繕
に

努
め
ら
れ
た
い
。

3

役
場
庁
舎
は、

建
設
5
年
目

治
以
来
懸
案
の
朝
日

・
宇
奈
月
両

町
境
界
線
の
決
定
、
役
場
庁
舎
の

建
設
、
北
又
周
辺
及
び
林
道
の
整

備
な
ど
が
実
現
し
た
の
で
す
。

こ
れ
ら
を
更
に
有
効
に
活
か
し

て
後
世
へ
継
殺
さ
れ
ん
～
）
と
を
望

み
、
長
年
埋
解
と
協
力
を
賜
り
ま

し
た
関
係
各
位
と
両
電
力
会
社
に

心
か
ら
感
謝
の
械
を
捧
げ
ま
す
。

こ
の
議
会
で
は
、

6
人
の
議
員
か
ら
町

政
全
般
に

わ
た
り
お
件
の
代
表

・
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
主
な
も
の
の
概
要
を
紹
介

し

ま
す
。

町

政

進

推

質
問

2
期
目
町
政
は

問
の
基
盤
と
な
る
ハ

ー
ト
づ
く

り
は
先
輩
た
ち
の
努
力
で
完
成
し

て
お
り
、
今
後
は
ソ
フ
ト
面
で
町

民
に
明
る
い
希
望
と
誇
り
を
持
た

せ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
が
、

2
期
目
町
政
に
ど
う
取
り
組
む
の

か、

所
信
を
伺
い
ま
す
。

答
弁

特
色
を
出
し
た
い

町
民
か
ら
託
さ
れ
た
数
限
り
な

い
夢
と
期
待
に
応
え
る
た
め
、

新

総
合
計
画
の

3
つ
の
柱
を
基
本
に

基
本
計
阿
の
見
出
し
な
ど
で
町
政

に
特
色
を
出
し
、
町
民
が
希
盟
の

持
て
る
町
を
築
い
て
ま
い
り
た
い

と
身
え
て
い
ま
す
。

自
然
環
場
保
全
対
策

質
問

調
査
の
開
始
を

環
境
汚
染
が
進
む
中
で
、
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
を
持
つ
当
町
は
そ

の
保
全
対
策
を
怠
っ
て
は
な
ら
ず
、

そ
の
た
め
の
諜
等
を
設
け
、
条
例

制
定
や
保
全
区
域
指
定
に
備
え
た

調
査
を
開
始
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

構
想
を
お
聞
き
し
た
い
。 ． 

推
薦

を
迎
え
て
外
装
に
汚
れ
が
目
立
ち

始
め
て
お
り
、
計
画
的
な
清
掃
を

検
討
さ
れ
た
い
。

請
願
の
「
公
共
料
金
へ
の
消
費

税
転
嫁
の
完
全
撤
廃
に
つ

い
て
」

と
「
『消
費
税
法
』
の
即
時
廃
止

を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
」

お
よ
び
陳
情
の
「
消
費
税
の
即
時

廃
止
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ

い
て
」
は
、
諸
般
の
状
況
を
勘
案

し
、
そ
れ
ぞ
れ
継
続
審
査
に
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

環
境
厚
生
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・

承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・

象
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
程
で
次

の
要
望

・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

町
営
住
宅
の
家
賃
表
示
に
つ

1 
品ι
の
恵、
ま
れ
た
自
然

答
弁

適
切
に
対
処
し
た
い

我
が
国
の
環
境
汚
染
の
現
況
は

深
刻
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
直
接
的
な
防
止
対
策
に

加
え
て
、
国
土
の
計
画
的
利
用
や

資
源
消
費
の
ク
リ
ー
ン
化
へ
の
転

換
算
寸
め
問
題
解
決
が
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
ら
保
全
対
策
等
に
時
機
を
失

す
る
こ
と
な
く
適
切
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

舎
後
の
観
光
開
発

質
問

具
体
案
は

我
が
町
に
は
海

・
山

・
ヒ
ス
イ

海
岸
な
ど
限
り
な
い
観
光
資
源
が

あ
り
、
考
え
方
如
何
で
は
、
い
く
ら

で
も
尉
発
の
可
能
性
が
あ
る
と
思

－
議
会
だ
よ
り
＠

可
決
さ
れ
た
も
の

平
成
2
年
度
補
正
予
算

O
朝
日
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（第
1
号〉

O
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号）

O
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号）

条

例

。
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
営
住
宅
設
置
条
例
一
部

改
正
の
件

そ
の
他

O
町
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更
の
件

。
朝
日
町
営
住
宅
桜
町
団
地
建
替

事
業
建
築
主
体
工
事
請
負
契
約
締

結
に
関
す
る
件

議
員
提
出
議
案

。
大
型
店
の
規
制
緩
和
反
対
に
関

す
る
意
見
書

O
米
市
場
開
放
阻
止
に
関
す
る
意

見
書

。
生
産
費
を
償
い
、
労
働
者
な
み

の
労
賃
を
保
証
す
る
生
産
者
米
価

の
笑
現
に
関
す
る
意
見
書

O
育
児
休
業
制
度
の
確
立
に
関
す

る
意
見
書

承
認
さ
れ
た
も
の

平
成
元
年
度
補
正
予
算

O
朝
日
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

刊
号）

O
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

日
間す
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

O
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
笹
川
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
4
号
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
宮
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
4
号
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
境
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
3
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
山
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算

（第

2
号）

O
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）

O
朝
日
町
公
共
用
地
先
行
取
得
等
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号）

O
朝
日
町
南
保
外
二
地
区
用
水
特

・
平
成

2
年
8
月
号

＠

全国のなかでの富山県の順位や富山県のなかでの朝日町の順位を統計からみた富山l平成元年版）から抜粋し掲載します。



具
体
的
な
考
え
を
お
聞

き
し
た
い
。

い
ま
す
。

忽!r::

弁

ハ
イ
ウ
ェ
イ
・オ
ア
シ
ス

構
想
等

長
期
滞
紅
型
観
光
を
め
ざ
し
て
、

梅
山
地
帯
で
は
古
的

・
境
海
岸
周

辺
の

「
ハ
イ
ウ
ェ
イ

・
オ
ア
シ
ス

構
想
」
や

「
フ
ィ
ソ
シ
ャ

i
マ
ン

ズ

・
ワ
l
フ
計
画
」
事
業
、
山
間

地
で
は
古
崎
を
起
点
と
す
る
大
規

快
林
道
朝
日
大
山
線
や
朝
日
小
川

タ
ム
周
辺
環
境
整
備
事
業
、
平
地

で
は
不
動
主
遺
跡
周
辺
で
の
歴
史

公
倒
繋
備
な
ど
の
計
画
や
卒
業
を

推
進
し
た
い
と
身
、
え
て
い
ま
す
。

事
業
の
早
期
完
成

質
問

行
政
の
努
力

を

が
業
、
特
に
道
路
計
幽
は
完
成

ま
で
に
長
期
間
を
要
し
て
い
る
た

め
、
せ
っ
か
く
の
投
資
も
待
ち
き

れ
ず
に
計
画
変
史
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
な
ど
、
当
初
の
目
的
と
異
な

る
結
果
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
、
早
期
完
成
の
た
め
行
政

の
努
力
を
求
め
た
い
。

答
弁

さ
ら
に
努
力
し
た
い

ギ
業
の
早
期
完
成
の
た
め
に
は
、

国
県
の
補
助
制
度
と
町
の
財
政
事

情
の
ほ
か
用
地
買
収
等
住
民
の
協

建
設
は
、
宮
崎

・
境
海
岸
周
辺
整

備
計
画
の
中
で
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

国
体
と
施
設

質
問

後
々
評
価
さ
れ
る
も
の
を

二
0
0
0年
同
体
の
誘
致
陸
自

選
定
は
諸
条
件
等
を
考
慮
し
て
進

め
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

ニ
れ
に
必
要
と
な
る
施
設
は
、
後

々
の
時
代
ま
で
評
価
さ
れ
る
よ
う

な
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
一
昨
比
を
。

「文
教
ゾ
！

ン
基
本
計

画
」
で
検
討

県
で
は

5
月
の
国
体
単
備
委
民

会
常
任
委
員
会
に
お
い
て
正
式
競

答
弁

大
店
法
規
制
緩
和

質
問

「一
安
制
」
の
条
例
化
を

5
月
に
出
さ
れ
た
通
産
省
の
通

達
は
地
元
中
小
業
者

・
消
費
者
と

の
合
意
を
不
要
と
し
、
事
前
調
整

を
形
骸
化
す
る
ほ
か
、
自
治
体
独

自
の
規
制
を
抑
制
す
る
こ
と
な
ど

を
内
容
と
し
て
お
り
、
こ
れ
で
は

町
の
自
主
規
制
措
置
や
地
域
商
業

活
性
化
は
空
文
化
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
町
と
し
て
は
、
現
在
の
「
指

導
要
綱
」
を
条
例
化
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
い
ま
す
。

技
灯
、
公
開
競
技
2
純
白
を
決
定

し
、
7
月
に
は
競
技
会
場
地
希
望

調
査
を
実
地
し
ま
す
の
で
、
町
と

し
て
も
調
査
検
討
し
た
2
、
3
種
目

に
つ
い
て
意
思
表
示
し
た
い
。
ま
た

施
設
整
備
は
、
本
年
度
策
定
す
る

「文
教
ゾ

l
ン
基
本
計
画
」
の
中
で

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人

題

口

閏

質
問

別
状
と
対
策
は

人
口
は
町
の
活
－M
と
魅
力
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
で
す
。
人
口
構
成
の

現
状
と
、
人
口
推
移
の
検
討
が
ど

の
位
度
な
さ
れ
、
減
少
の
歯
止
め

策
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
伺
い
ま

ん
守
れ答

弁

人
U
噌
加
に
努
め
た
い

町
の
総
人
U
は
4
月
l
日
現
在

l
万
8
1
2
9
人
で
、

0
4戚
か
ら

答
弁

現
行
制
度
で
指
導

A全線開通した町道泊桜町線

今
後
一
層
商
業
者
の
自
助
努
力

と
行
政

・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

活
性
化
活
動
へ
の
取
リ
組
み
が
間

わ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
「
削
日

町
中
規
技
小
売
店
舗
に
関
す
る
桁

導
要
綱
」
は
町
の
M

開
業
の
尖
仙
を

考
慮
し
た
措
置
で
あ
り
、
当
耐
現

行
制
度
で
指
導
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
道
湯
ノ
瀬
北
又
線

質
問

乗
り
入
れ
基
準
等
は

3
H議
会
で
は

「
場
ノ
漸
北

χ

線
全
線
開
肱
の
希
引
に
応
え
る
た

め
安
全
地
読
め
収
備
を
巡
め
て
お

り
、
今
村
く
作
っ
て
ほ
し
い
」
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
決
り
人
れ
地

九島区山
企湯ノ瀬北又線の駒i土め設置工事

は
議
ま
で
の
年
少
人
口
は

2
8
6

3
人
、
日
歳
か
ら
M
W

歳
ま
で
の
生

産
年
齢
人
口
は

1
万
1
9
5
2
人

的
歳
以
上
の
老
齢
人
口
は

3
3
1

4
人
で
あ
り
、
構
成
比
は
そ
れ
ぞ

れ
日

・
8
パ
ー
セ
ン
ト、

日

・
9

パ
ー
セ
ン
ト
、
同

・
3
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
年
少
人
口
の
減
少
、
主
齢

人
口
の
上
外
に
よ
り
高
齢
者
の
比

中
が
高
ま
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま

す
の
で
、
地
政
づ
く
り
の
推
進
、

住
毛

・
生
活
部
境
の
挫
備
等
町
民

の
ニ

l
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

住
み
よ
い
朝
日
町
の
イ
メ
ー
ジ
定

着
と
居
住
人
口
の
増
加
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山

野

草

保

護

質
問

条
例
等
に
よ
る
対
策
を

近
年
の
山
野
草
ブ

l
ム
の
中
で
、

県
は
こ
の

3
月
無
制
限
な
採
取
か

ら
守
る
た
め
、
川
町
立
向
然
公
同
内

で
は
指
定
植
物
を
選
定
し
て
保
護

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
自

然
公
園
区
域
外
も
こ
れ
に
準
じ
て

条
例
等
に
よ
る
対
策
を

4
て
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
所
見
を
。

答
弁

保
護
に
取
り
組
む

当
町
の
県
立
自
然
公
凶
内
で
は

準
や

一
一
般
開
肢
の
メ
ド
な
ど
統

見
解
を
一
不
さ
れ
た
い
。

答
弁

従
来
ど
お
り
条
件

を
付
し
て

現
在
、

一
般
車
両
の
通
行
規
制

等
の
措
出
を
説
じ
な
が
ら
危
険
筒

所
の
除
去
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

辿
行
車
両
の
安
全
を
図
る
た
め
‘

そ
の
盤
備
が
完
了
す
る
ま
で
は
従

来
ど
お
り
林
業

・
工
事
関
係
車
輔

の
ほ
か
登
山
行
事
等
に
眠
り
、
内

容
を
審
査
の
上
条
件
を
付
し
て
許

可
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
イ
ベ
ン
ト
開
催

質
問

「
ヒ
ス
イ
祭
り
」
等
の

川
町
以
院
＋
A
F

r
SL
i

t
－－
t
e
 

人
に
ロ
マ
ン
を
与
え
る
ヒ
ス
イ
、

ヒ
ス
イ
を
拾
い
に
米
る
観
光
持
、

こ
れ
に
人
為
的
努
力
を
加
え
て

、
ヒ
ス
イ
終
り
」
の
開
催
、
将
来
的

に
は
展
示
、
加
工
、
販
売
の
で
き

る

「
ヒ
ス
イ
会
館
」
を
建
設
し
、

観
光
資
源
の
魅
力
を
高
め
て
は
ど

う
か
。
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答
弁

検
討
し
た
い

魅
力
あ
る
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
は
観
光
客
誘
致
の
大
き
な
要
因

と
な
っ
て
お
り
、
ヒ
ス
イ
展
示
会

の
開
催
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
ヒ
ス
イ
に
関
す
る
会
館
等
の

約

2
0
0
特
が
掠
取
禁
止
制
物
に

指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

を
契
機
に
自
然
保
護
関
係
機
関
、

団
体
等
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な

が
ら
高
山
植
物
や
山
野
草
の
保
護

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

消
防
・
救
急
態
勢

ハ
シ
ゴ
市
午
前
牧
備
と

初

則
医

療
対

策
を

出
町
は
ハ
シ
ゴ
必
配
備
の
基
本

に
達
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
そ
の
配
備
を
ど
う
検
討
し
て

き
た
の
か
。
ま
た
紋
急
搬
送
中
の

初
期
医
療
の
対
策
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

質
問

応
援
協
力
体
制
で

実
情
に
即
し
て

ハ
シ
ゴ
車
配
備
は
顕
似
町
の
状

汎
等
か
ら
、
当
分
の
問
は
近
隣
市

町
と
の
応
級
協
力
体
制
な
ど
で
対

応
し
て
ま
い
り
た
い
。

ま
た
救
急
業
務
は
住
民
生
活
に

不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
定
着

し
て
い
る

一
方
、
高
齢
化
や
疾
病

桃
造
の
変
化
も
あ
り
、
よ
り

一
層

故
人
叩
車
を
向
上
さ
せ
る
た
め
様
々

な
角
度
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
動
向
を
み
な
が
ら

尖
附
に
即
し
て
対
応
し
た
い
と
思

いキヱー
。

答
弁

－
議
会
だ
よ
り
＠

別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号）

条

例

。
朝
日
町
税
粂
例
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
件

設品 推
件品 薦

良 子T

善抗
ミ？こ2も
是の

採
択
に
な
っ
た
も
の

O
大
屋
護
岸
堤

へ
の
小
担
船
け
い

留
認
可
に
つ
い
て

O
大
型
店
の
規
制
緩
和
に
反
対
を

求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

O
米
市
場
開
放
限
止
に
つ
い
て

O
消
宮
装
置
の
設
置
に
つ
い
て

O
生
産
貨
を
似
い
、
労
働
者
な
み

の
労
貨
を
保
証
す
る
主
席
者
米
側

の
実
現
を
求
め
る
な
見
岱
採
択
に

つ
い
て

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

O
公
共
料
金
へ
の
消
費
税
転
嫁
の

完
全
撤
廃
に
つ

い
て

O

「
消
費
税
法
」
の
即
時
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

O
消
費
税
の
即
時
廃
止
を
求
め
る

意
見
書
採
択
に
つ
い
て

重1I議
委月 吟誉
員 19頃語

の任 川竜
委期 ｜の

夏場 ｜農
Yみ｜業
ち朝 ｜委
識町 E員

会
推
薦
に
よ
る
問
委
貝
会
の
委
員

に
、

6
月
議
会
定
例
会
で
次
の
方

々
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

酒
井

栄
氏
（山
崎
新）

水

島

光

昭
氏
（境
）

永
年
勤
続
議
員
表
彰

6
月
初
日
に
開
会
さ
れ
た
議
会

定
例
会
で
、
平
崎
知
勝

・
大
沢
龍

松

・
深
松
実
の
三
氏
が
、
朝
日
町

議
会
議
只
と
し
て
初
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
地
方
自
治
め
似
興
と
町

政
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
制
に
よ

り
、
議
決
を
も
っ
て
制

H
町
議
会

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

4司

~I・

－
平
成
2
年
8
月
号

＠

富山県（7位）65.6%( 1 位）長野県68.3%( 47位）悩岡店~55.7% (15歳以上人口に占める1.i業者の割合昭和62年）就業率……全国平上場2.2%

大沢龍松氏

就業率…・・・4月日町（ 24f立）66 .6~0 (I i立）手！Ji!(村74.8% (35（立l新添市61.0% ( 15歳以上人Uに内める枕業者fl昭和60ip)



甜側、
日
本
と
中
国
の
架
け
橋
に

Mm川町
一一刷
協

点

烏

末

吉
さ
ん

「
は
る
ば
る
中
国
か
ら
や
っ
て
来
た
人
た
ち

に
『
日
本
へ
来
て
本
当
に
よ
か
っ
た
』
と
言
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
何
よ
り
で
す
」。
高

山
県
日
中
友
好
協
会
理
事
、
朝
日
地
区
会
長
の

水
島
末
吉
さ
ん
（
橋
向
町

・
七
十
二
歳
）
は
、

温
か
い
ま
な
ざ
し
で
、
こ
う
語
り
ま
す
。

l¥f I; 

7 -11 
.「中国lこはいい思い出ガ多いです~.J
とE置す7.1<.@iさん

調拘禁余念ゐ水

島

水
島
さ
ん
と
中
国
と
の
出
会
い
は
、
A
ー
か
ら

お
よ
そ
半
世
紀
も
前
の
昭
和
十
三
年
の
こ
と
。

現
役
兵
と
し
て
中
間
へ
渡
っ
た
水
－
M
さ
ん
は
、

そ
の
後
、
中
国
の
背
年
訓
練
所
の
教
官
や
中
凶

政
府
の
職
員
な
ど
を
歴
任
。
八
年
に
及
ぶ
中
国

生
活
で
、
中
国
語
は
も
と
よ
り
中
国
社
会
全
般

に
わ
た
る
知
識
を
身
に
つ
け
、
昭
和
二
十

一
年
、

日
本
に
戻
り
ま
し
た
。

帰
国
後
は
、
郷
里
で
理
容
業
を
営
む
か
た
わ

ら
、
豊
富
な
知
識
と
体
験
を
生
か
し
、
中
国
残

留
孤
児
の
帰
国
促
進
な
ど
の
た
め
に
東
奔
西
走
。

日
本
と
中
国
を
結
ぶ
架
け
橋
と
し
て
、
献
身
的

に
帰
国
者
の
世
話
を
す
る
一
方
、
五
年
前
か
ら

は
、
町
内
で
中
国
語
講
座
も
開
講
す
る
な
ど
、

忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

「
ょ
う
は
何
事
も
ヤ
ル
気
次
第
で
す
よ
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
先
も
が
ん
ば
る
つ
も
り
で

い
ま
す
」。
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
会
民
も

務
め
る
水
鳥
さ
ん
。
愛
と
奉
仕
の
日
々
は
、
こ

れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

おひつじ座

夏
色
の
さ
わ
や
か
さ
ん

寸
今
年
か
ら
連
青
に
入

っ
た
ん

で
す
が
、
み
ん
な
が
集
ま
る
と
も

う
楽
し
く
っ
て
最
高
」
と
話
す
笠

子
さ
ん
。

ス
テ
キ
な
仲
間
た
ち
と

キ
ャ
ン
プ
や
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け

た
り
す
る
ほ
か
、
週
に

一
度
は
カ

ラ
オ
ケ
ボ

ッ
ク
ス
へ
も
。
「
カ
ラ

オ
ケ
な
ら
何
で
も
O
K
で
す
よ
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

ま
た

一
方
で
は
、
町
の
ソ
フ
ト

食星座名

Y K K 

ポ
ー
ル
チ

l
ム
n
レ
モ
ン
ズ
。
の

ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
三
番
打
者
と
い
う

ス
ポ
ー
ツ
ウ
ー
マ
ン
で
も
あ
る
彼

女
、
こ
の
8
月
に
は
県
大
会
へ
の

出
場
も
決
ま
っ
て
い
る
と
か
。

「
私
の
長
所
は
明
る
い
と
こ
ろ
、

イ
ヤ
な
こ
と
は
す
ぐ
忘
れ
て
し
ま

う
ん
で
す
よ
」
と
ほ
ほ
え
む
夏
色

の
「
き
わ
や
か
さ
ん
」
、
た
だ
今
楽

し
く
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
カ
レ

を
募
集
中
で
す
。

豊
子
さ
ん

（境

－

n歳
）

£ふ
包込

宮司

~ 

子
の
子
ら
と
と
も
に

「
理
想
の
世
界
」
と
名
付
け
た
長
女
の
現
世
。

体
格
と
心
意
気
だ
け
は

一
人
前
。
も
う
す
ぐ
母

親
を
越
し
て
い
き
そ
う
で
す
。

人
生
を
遅
し
く
「
開
拓
」
し
て
ほ
し
い
と
名

付
け
た
拓
也
。
逗
し
く
な
っ
た
の
は
ど
う
も
ロ

ば
か
り
。
毎
日
彼
の
口
に
や
ら
れ
っ
ぱ
な
し
ノ

ま
ど
か

そ
し
て
三
人
目
、
円
佳
。
生
ま
れ
た
時
か
ら

兄
、
姉
の
中
で
操
ま
れ
な
が
ら
育
た
な
け
れ
ば

い
け
な
い
運
命
。
ま
あ
1
る
く
っ
て
、
だ
れ
か

ら
も
愛
さ
れ
る
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

長

K
の
脳
取
り
が
う
ま
い
の
か
、
同
町
一
勝
す
る

こ
と
も
な
く
コ
ロ
コ
ロ
と
仲
良
く
遊
ん
で
く
れ

る
の
が
な
に
よ
り
で
す
。

長
い
人
生
の
な
か
、
子
供
で
い
ら
れ
る
の
は

ほ
ん
の
わ
ず
か
。
チ
供
は
子
供
と
し
て
完
成
さ

せ
て
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
ん

な
荒
波
が
来
よ
う
と
、

生
き
抜
い
て
い
く
強
き

と
人
を
思
い
や
る
や
さ
し
さ
を
こ
の
子
ら
と
と

も
に
求
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

アサヒジュニアテニス

あ
れ
が
ボ

l
ル
か

夏

の

空

ア
サ
ヒ
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

が
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
し
て
登
録
さ
れ
て
か
ら
八

年
に
な
り
ま
す
。

現
在
は
、
小
中
学
生
を
中
心
に

約
三
十
人
の
ク
ラ
ブ
員
が
毎
週
木

附
臼
と
土
耐
日
の
夕
方
（
五
月
か

ら
卜
月
ま
で
は
早
朝
練
習
も
あ
り

ま
す
）
総
合
体
育
館
で
練
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。

指
導
者
は
現
在
五
名
。
「
本
当
の

基
本
は
科
学
の
法
則
か
ら
」
を
信

念
に
、
ア
サ
ヒ
ジ
ュ
ニ
ア
独
自
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
と
科
学
的
な
視

点
か
ら
開
発
さ
れ
た
独
創
的
な
ド

リ
ル
を
中
心
と
し
た
指
導
を
行
っ

て
い
・
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
も
世
界

の
レ
ベ
ル
に
先
駆
け
た
技
術
も
い

く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
を
一
言
で
言

ヒスイ海岸の取材のために

東京から朝日町を訪れた阿部

ますみ5んは，週刊誌の記者。

「イメージ通りのヒ スイ海岸

とされいな海には感動しまし

たねJ と話します。

怠

信》

信
て〉

ゐ

叫醐働嶋崎民

さ

に二二b
Qニー

あ

｜

｜
ヒ
ス
イ
海
岸
の
取
材
に
？

阿
部

は
い
、
今
度
ウ
チ
の
週
刊

誌
で
ヒ
ス
イ
梅
津
を
紹
介
す
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ

の
取
材
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

ー

l
ヒ
ス
イ
海
岸
と
い
う
の
は
ご

存
じ
で
し
た
か
？

阿
部

え
え
、

テ
レ
ビ
な

ど
で
紹
介
し
て
い
る
の
を

見
て
知
っ
て
い
ま
し
た
。

東
京
な
ん
か
で
も
、

け
つ

こ
う
知
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
よ
。

i
ー
ふ
犬
際
に
訪
れ
て
み
た

感
想
は
？

阿
部

ヒ
ス
イ
が
拾
え
る

海
岸
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
通

り
の
す
ば
ら
し
い
海
岸
で

す
ね
。
故
初
見
た
と
き
は
、

何
か
日
本
の
海
岸
じ
ゃ
な

い
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

。

え
ば

「
フ
ァ

ミ
リ
ー
ォ
プ
マ
ン
」。

仲
間
は
す
べ
て
家
級
、
厳
し
さ
の

中
に
も
ホ
ッ
ト
な
ハ

l
卜
を
催
先

し
、
優
し
さ
は
強
さ
の
中
か
ら
背

く
ま
れ
る
と
い
う
考
、
え
を
大
切
に

南
保
高
上
登
山
や
内
馬
村
合
宿
、

ク
リ
ス
マ
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
人

間
形
成
の
場
と
す
る
こ
と
が
目
的
。

将
来
は
、
子
供
た
ち
が
ラ
ケ
ッ

ト
を
交
え
て
国
際
人
と
し
て
活
躍

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

入
会
希
望
者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団

（
八
歳

1
二
十
品
）
ア
サ
ヒ

ジ
斗
ニ
ア
テ
ニ
ス
（
官
邸
H
2
8

2
3
）
常
十
れ
ま
で
述
絡
を
。

こ
ん
な
砂
利
浜
の
海
岸
が
あ
る
な

ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

と
海
が
き
れ
い
な
の
に
は
鯖
き
ま

し
た
。
日
本
の
海
も
ま
だ
捨
て
た

も
の
じ
ゃ
な
い
っ
て
感
じ
で
す
ね
。

｜
｜
ヒ
ス
イ
は
拾
え
ま
し
た
か
？

阿
部

宿
の
ご
主
人
に
教
わ
り
な

が
ら
海
岸
を
歩
い
た
ん
で
す
が
、

た
く
さ
ん
拾
い
ま
し
た
よ
。
で
も

ほ
と
ん
ど
ご
主
人
が
見
つ
け
て
く

だ
さ
っ
た
ん
で
す
け
ど
倒。

｜
｜
ヒ
ス
イ
海
岸
を
P
R
す
る
よ

う
な
記
事
を
期
待
し
て
ま
す
よ
。

阿
部

読
者
の
皆
さ
ん
の

ロ
マ
ン

を
か
き
た
て
る
よ
う
な
内
容
の
記

事
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

朝
日
町
の

P
R
に
お
役
に
立
て
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

女性従業率…・0・全国平均48.2%富山県（5｛立）55.1%(I位）長野県57.3%(47ti7.J祭良県41.6%（女性15歳以上人口に占める女性有業者の割合昭和62年）女性就業率……初日町（28位）54.8%(1｛立）字奈月町66.9%(35位）新淡市48.0%(15歳以上女性人口に占める女性就業者数昭千aoo年）
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｜町長めひとりごと ｜

梅雨明けがまだだというの

に，真夏を思わせるような暑

い日が続いています。この著

きのせいか，7月10日には過

去最高め最大電力使用量が記

録されたとか。

でも，これからが夏本番。

海水浴シーズンを迎え，朝日

町自慢のヒスイ海岸を訪れる

人も多くなりそうです。温か

くお迎えし，また再び来てい

ただけるようにすることが大

切だと恩います。

町の自慢といえば，このた

ぴ建設省の「手づくり郷土賞」

街灯のある街角30選）こ Y正灯

よみがえる神田町。が選定さ

れ，建設大臣から銘板をいた

だきました。近く，街の一角

に取り付けたらどうかなどと

考えています。

きて，皆さんはすでに映画

、少年時代H を鑑賞されたで

しょうか。年齢によって，そ

れぞれ， 見方，感じ方が違う

のではないかと思います。け

れども，この映画を通じ，戦

争という歴史が，しっかりと

受け止められ，そして語り継

がれていくものと思います。

話は変わりますが，8月に

ハンガリーで開催される近代

5種ジュニア世界選手権に，

高畠出身の長谷和也選手が出

場します。ハン方、リーという

国のことはよ く知りませんカミ

異国の地での長谷選手の健闘

を期待しています。（7月11目的

女このページをみん怠でつくるペー
ジ！こしだいと思いきます。イラストや
マンガ，ご意見，皆さんに知らせだ
いこと，~んでもけっこうです。ど
しどしお寄せください。
紙土産名は，その旨をはっきり奮

いて，住所，氏名を明記して送って
ください。
また，広報係では，広報あさひ！こ

対するご意見や，取り上げてほしい
問題怠ど皆さんの芦をお待ちしてい
ます。ご一報を。

Z広
‘7ヲ

久

ELMF酢舛，

J
4
・hV

4
明

内
U
U
U

~ 
~ の固こ のが

とまで
に た す国
平lj 、か勢で
用調？調あ今
さ査 査る 年
れの はとは
る 結 なよ固
め果ぜ〈勢
で は 行問調
すど わき査
かん れまの
？な るす年

困

国
勢
調
査
は
、
日
本
に

住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人

を
対
象
と
す
る
国
の
最
も
基
本
的

な
調
査
で
、
日
本
の
人
口
状
況
や

産
業
構
造
、
住
宅
事
情
な
ど
の
実

態
を
地
域
的
に
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
5
年
ご
と
に
全
国

一
斉
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

大
正

9
年
に
初
め
て
行
わ
れ
て

か
ら
日
回
目
と
な
る
今
回
の
調
査

は
、
特
に
幻
世
紀
の
日
本
を
考
え

る
基
礎
づ
く
り
と
い
う
聞
で
重
要

な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
、分
析
さ
れ
た
デ
ー

タ
は
、
国
や
県
、
町
の
福
祉
対
策
、

経
済
計
画
な
ど
の
諸
施
策
の
基
礎

広
報
ク
イ
ズ

⑨

間

題

①

6
月
定
例
議
会
の
開
会
日
は
？

＠

6
月

初

日

⑮

6
月
泊
目

。6
月
給
日

②

6
月
定
例
議
会
の
代
表

・
一
般

質
問
の
件
数
は
？

＠

お

件

⑮

初

件

。

詑

件

③
町
の
平
成

2
年
4
月

1
日
現
在

の
人
口
は
？

＠
1
8
、
1
2

9
人

⑮

1
8
、

1
5
5
人

O
1
8
、
1
3
5
人

（
2
P
1
5
P
の
議
会
だ
よ
り

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。）

〔
応
募
方
法〕

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
（
例
①

ー
＠
、
②
ー
⑤
、③

l
O
）、住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
書
い
て
送

っ
て
く

－
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
＠

? 
SLな

6予

資
料
と
な
る
ほ
か
、

自
治
体
の
議

員
定
数
や
地
方
交
付
税
の
算
定
基

準
な
ど
に
も
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

9
月
下
旬
に
、
皆
さ
ん
の
お
宅

に
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
票
へ
の

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
質
問
は

全
部
で
幻
項
目
。
時
間
は
あ
ま
り

か
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
う
ぞ
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
調
査
票
は
後
目
、

買
が
集
め
に
伺
い
ま
す
。

だ
さ
い
。
全
問
正
解
の
人
の
中
か

ら
、
抽
選
で

3
人
の
人
に
テ
レ
ホ

ン
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ま
た
、
答
え
の
ほ
か
広
報
あ
さ
ひ

に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
日
ご
ろ
感

じ
て
い
る
こ
と

イ
ラ
ス
ト
な
ど

を
書
き
添
、え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
L

す
。

な
お
、
紙
上
匿
名
を
希
望
の
場

合
は
、
そ
の
旨
を
は
っ
き
り
と
書

い
て
く
だ
さ
い
。

会
あ
て
先

一
T
蜘

l
mw
朝
日
町

道
下

1
1
3

3番
地

朝

日

町

役

場
総
務
課
秘
書
広
報
係
ま
で
。

A
H
締
め
切
り
は

8
月
日
日
で
す
。

会
前
日
の
当
選
者
は
、
ぬ
い
ぐ
る

み
さ
ん

（
M
歳
）
、
D
a
i
s
yさ

ん

（
同
歳
）
、中
山
宗

一
さ
ん
（
初

歳
）
に
決
ま
り
ま
し
た
。

（正
解
者
8
名）

－
平
成
2
年
8
月
号

。
調
叶ミl
」コ，

高年鈴者の鉱業率…・全国平均5.2%富山県（8低）29.4%( l位）長野県35.4%(47住）福岡県15.7%(65歳以上の人口に占める65歳以上有業者の割合昭和62年）高年齢者の就業率…朝日町（24位）27.2% ( 1位）上平村44.1%(35位）新i姉 21.2%(65議以上の人口に占める65謝礼上の紙業者の割合昭栴O年）



農
業
委
員
沼
名
決
ま
る

－
お
し
ら
せ
と
ス
ポ
ー
ツ
⑪

平
成
2
年
7
月
四
日
任
期
満
了

に
伴
い、

朝
日
町
農
業
委
員
会
委

員
が
改
選
さ
れ
、
新
し
く
次
の
方

々
が
委
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

〈境〉

〈
｛
M

門崎〉

〈
笹
川
〉

〈泊〉上
横
尾

大

屋

〈
五
箇
庄
〉

桜

町

月

山

草

野

〈
南
保
〉

竹
ノ
内

長

野
蛭

谷
池
谷
町

〈
山
崎
〉

辻
岩
崎

坊小
在
池

山
崎
新

〈
大
家
庄
〉

井
ノ
口

甘
川
新

下
山
新

系工大了よみふごえるキ申回目了
手づくり郷土賞「街灯のある街角」全国初選に

医穫の現場かS

長 大水水
井二浜島島

荒蹴
尾 i尺

篠西南
閏田茂

吉長近道
田崎藤用

酒 九 七 水
井里沢野

71<. i桜井
野井口

京 消 光 利
一一昭 幸

官
冗
リ
山
川

一
雄

鉄義
栄夫雄

吉 光 勝
弘 雄 俊 清

俊武儀
栄彦盛 一

位久一
次義郎

窪横

国道

吉富
田岡

良達
雄信

農
業
委
員
会
は
、
包
名
の
委
員

と
事
務
局
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
は
、
農
地
の
移
動
や

転
用
、
利
用
の
調
控
な
ど
の
業
務

を
行
い
、
許
可
な
ど
は
総
会
を
闘

い
て
決
定
し
ま
す
。

農
地
に
つ
い
て
疑
問
な
こ
と
が

あ
れ
ば
、農
業
委
員
や
事
務
局
（
役

場
農
林
水
産
諜
内
）
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
に

斎
藤
俊
雄
さ
ん

斎
藤
俊
雄
さ
ん
（
荒
川
5
寸
目

包
幻
1
2
0
5
1
）
が
、
平
成
2

年
6
月
日
日
付
け
で
法
務
大
臣
か

ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
朝
日
町
で
は
、
ほ
か
に

も
次
の
方
々
が
人
椛
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

泊
病
院
外
科

南
村
哲
司
先
生

早期に見つけたい乳ガン

。
下
坂
雄
昭
（
町
南
保
宮

m
l
o

6
3
5）

 

O
草
野
三
郎
（
若
草
町

E
m
－

－

0
3
4）

 

人
権
は
、
人
闘
が
平
和
に
生
き

て
い
く
う
え
で
最
も
大
切
で
基
本

的
な
権
利
で
す
。

自
分
だ
け
に
限
ら
ず
、
す
べ
て

の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
人
権
は

共
存
す
る
も
の
な
の
で
す
。

人
権
に
つ
い
て
の
悩
み
ご
と
や

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
場
合
は

お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
お
試

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

仏
統
的
な
街
並
み
ピ

調
和
レ
た
街
灯

こ
の
ほ
ど
、
建
設
省
の
手
づ
く

り
郷
土
賞

「
街
灯
の
あ
る
街
角
L

．‘，q
と－
q

に
、
朝
日
町
の
砂
紅
灯
よ
み
が
、
え

る
神
田
町
ゲ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

神
田
町
は
、
か
つ
て
の
花
街
の

お
も
か
げ
を
今
に
残
し
て
い
る
笥

そ
こ
に
普
の
情
緒
を
よ
み
か
え
ら

せ
よ
う
と
、
町
で
は
昭
和
白
年
度

か
ら
3
か
年
事
業
で
、
石
畳
道
路

の
整
備
と
あ
わ
せ
、
伝
統
的
な
街

並
み
に
調
和
し
た
和
風
街
灯
の
設

置
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
か
つ
て
の
お
も

‘
、
：
依
白

，・

つ
。
、

1
1

時

h

p
阿久
ヰ
白
。

カ
げ
カ
伯
j

f

J

t
l
rイ
活

あ
た
た
か
み
の
あ
る
雰
囲
気
を

か
も
し
だ
す
街
灯
と
、
そ
れ
に
照

ら
し
出
さ
れ
る
街
並
み
は
、
道
行

く
人
々
に
四
季
折
々
の
情
緒
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

新
川
地
区
ビ

l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

（
%
魚
津
市
体
育
館
）

－
男
子
お
歳
以
上
の
部

l
位

ゲ
ル
メ

l
ッ

・
男
子
初
歳
以
上

の
部

1
位
犬
家
庄
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
会

2
位

い

い
ち
こ

新
川
地
区
中
学
校
選
手
権
大
会

l
位
柔
道
、
陸
上
競
技

3
位

バ

レ

ー

ボ
ー
ル
男
子
、
パ

ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
、
剣
道

男
子
、
軟
式
テ

ニ
ス
女
子

第

2
回
富
山
県
警
察
少
年
柔
道
剣

道
大
会

（
%
富
山
武
道
館
）

2
位
入
善
署
少
年
柔
道
チ
！
ム

山
田
光
仁
（
一
精
柔
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
）

小
川
宏
樹
（
桜
町
正
気

柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
参
加

郡
民
体
育
大
会

（朝
日
町
選
手
成

総
優
勝
の
み
）

－
一
般
の
部

V
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

一
般
男
子
（
エ
ク
ス
プ
レ
ス
）
一

般
女
子

（レ

モ
ン
ズ
）
V
バ
レ
ー

ボ
ー
ル

一
般
男
子
（
朝
日
ク
ラ
ブ
）

一
般
女
子
（
朝
日
ク
ラ
ブ
）
家
庭

婦
人
（
泊
ク
ラ
ブ
）

V
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
一
般
男
子
（
泊
ク
ラ
ブ
）

一
般
女
子
（
泊
ク
ラ
ブ
）

V
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
一
般
男
子
山
盟
十
（
池
原
孫

二
一
般
男
子
複
（
西
村
貢

・
大

坂
正
也
）

一
般
女
子
単

（大
和
明

美）

一
般
女
子
短
（
大
和
明
美

・

金
井
昭
宏
（
O
l
m
九）

・
棒
高
跳

小
竹
正
浩

（
2
m
ω
）
・
飽
丸
投

字
国
浩
記
（
9
m
部
）
・
女
子
削

M
前
川
美
香
（

O
U
秒
7
）
・捌
M
水

島
未
帆
（

O
m秒
4
）・
側
M
水
島
依

子
（
＠
2
分
別
秒
2
）、・
走
幅
跳
松

本
彩
子
（
4
m
U
）

・
走
高
跳
広

田
通
代
（
l
m
お）

・
砲
丸
投
松

本
彩
子
（
0
9
m
n
）
・
2
・
3
年

生
側

M
R
・
後
藤
妙
子

・
前
川
美

香

・
竹
内
梨
花

・
金
山
佳
世
（

O

M
秒
4
）
O
印
は
大
会
新
）

・
卓
球
男
子
（
青
島
和
人
）

・
卓

球
女
子
（
越
間
瑞
穂
）

・
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
男
子
（
米
丘
友
明
）

・
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
複
（
深
松
恭
代
・

堀
田
み
ゆ
き
）

・
剣
道
男
子

（建

部
大
志）

V
剣
道

一
般
（朝
日
A
）

町
民
卓
球
大
会

（
%
朝
日
中
学
校

お
詫
び
と
訂
正

で－
、先

泊月
病号
院の
内・J
科・議

A <l) 

・；；，現
立場
ノu か

ら先 」

柚
木
麻
子
）

V
硬
式
庭
球

一
般
男

子
（
朝
日
町
A
チ
ー
ム
）

一
般
女

子
（
朝
日
町
A
チ

l
ム）

V
卓
球

一
般
男
子
初
i
ぬ
歳
代
（
居
波
宏

樹
）
一
般
男
子

ω
i
m歳
代

（道

用
昭
雄
）
一
般
女
子
（
上
不
勝
美
）

V
陸
上
一
般
男
子

ω歳
代
附
M
森

岡
昭
弘
（

5
分
8
秒
5
）
V
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
同
歳
以
上
男
子

（背
組
）
お
歳
以
上
男
子

（大
家
庄

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
会
）

伍
蔵
以
上
男
子
（
大
家
庄
B
V
B

愛
好
会
）
児
歳
以
上
女
子
（
大
家

庄
ヤ
ン
グ
ス
マ
イ
ル
）
的
歳
以
上

女
子
（
大
家
庄
ス
マ
イ
ル
）

V
児

童
団
体
（桜
町
正
気
柔
道
チ
！
ム
）

児
童
個
人
1
年
生
（
南
茂
英
気

・

桜
町
）
2
年
生
（
宇
田
仁
美

・
一

精）

3
年
生
（
安
達
義
人

・
泊）

4
年
生
（
岩
田
章

・
泊）

5
年
生

（
南
茂
勇
気

・
桜
町
）6
年
生
（
山

田
光
仁

・
一
精
）

・
中
学
の
部
団
体

・
パ
レ
ト
ボ
ー

ル
女
子

・
卓
球
男
子

・
卓
球
女
子

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子

・
剣
道
男
子

柔
道

・
陸
上
男
子

・
陸
上
女
子

・

陸
上
総
合
個
人
戦

・
柔
道
日

比
級

（北
山
功）

・
沌
匂
級
（
池

田
和
弘
）

・
沌
同
超
級
（
狩
谷
常

智）

・
陸
上
競
技
削

M
石
橋
康
徳

（

2
分

9
秒

6
）

・
3
千

M
石
矯

康
徳
（
9
分
印
秒
3
）

・
走
高
跳

体
育
館
）

男
子
団
体
戦
l
位
ん
川
崎

2
位
泊

三
区

個

人

戦

l
位
居
波
宏
樹

2
位
鍋
島
俊

雄

女

子
団
体
戦
l

位
山
崎

2
位
泊
三
区

個
人
戦

1
位
上
不
勝
美

2
位
森
野
恵
子

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
%
町

民
総
合
体
育
館
）

男
子
団
体
戦
l
位
泊
二
区
A

2

位
五
箇
庄
個
人
戦
l
位
大
村
常

雄

・
横
山
三
明

2
位
西
村
寅

・

狩

谷

進

女

子
団
体
戦
1
位
泊
三

区

2
位
大
家
庄
個
人
戦
1
位

柚
木
麻
子

・
大
和
明
美

2
位
藤

田
久
美
子

・
高
松
美
佐
子

泊
地
区
防
犯
ゲ
l
卜
ポ
ー
ル
大
会

（
%教
育
文
化
会
館
体
育
館）

1
位
三
味
チ
ー
ム

2
位
中
央
チ

ー
ム

3
位
清
水
チ
ー
ム

まし外・生
すた 科・と
。。あ

お今 つ
詫閉 た
び光の
しー は
て先
訂生泊
正の病
い 誤院
たり整
しで形

乳カ、‘ンは，乳腺に発生する

ガンで，近年の生活様式や食

変化の欧米化と共に年々増加

してお り，将来的には女性の

カ、、ンの第一位にな るだろうと

考えられています。しかし，

乳ガンは， 自分で注意してい

ると早期に見つけ ることので

きる病気なのです。

お風呂で石船や水で滑りや

す くして調べてみましょ う．

まず，調べる方の腕を頭の後

ろに持ってゆき，反対側の手

の指をそろえてなぜる様に触

れ 、しこ り。をきがします。

次に，鏡に写．してみて，形が

左右同じか，皮膚がくぼんだ

り，ひきつっていないか見ま

す。血液や膿の分泌がないか

も注意しましょう。月に一度

続ける ことが大切です。

しこりがあっても，乳腺症

や良性腫傷のこともあ ります

が，もし変だなと思ったら自

分で判断せず，大きさや，痛

みのあるなしに関わらず，す

すんで専門医の診察を受けま

しょう。また，異常がなくて

も， 自分で見つけられないこ

とも 多いので，少なくとも年

に一度は専門医の検診を受け

ることをおすすめ します。

検診では，まず触れてみて

異常があれば，レントゲン写

真や超音波検査を行います。

ガンはすべて，早期に発見

すれば＼ 少しもこわい病気で．

はあり ません。健康なと きか

ら関心を持ちたいものです。

－
平
成

2
年
8
月
号
⑪

富山県｛32f立）829% ( 1位）岩手県 2335% (47位）東京都 059% （昭和62年）就業者割合（第l次産業）・・・－全国平均8.28%就業者割合（第l次産業）一－朝日町（23怯）10.4%( 1桂）舟絡村 22.5%(35位）高岡市4.9%（昭和60年）



。 朝日町社会福祉協議会は．

皆さんと共に地域の箔祉向

上を目指す福祉団体です。

・場所

朝日田T福祉センター内

H83-0576 

「老
人
問
題
の
今
目
的
課
題
」

9
H
n白
川
午
前
叩
時
越
野
荘

「施
設
実
山
中
川
」
の
法
礎
議
座
一

9
月
幻
日
仙
午
後
2
時

越

針

杭

「施
設
実
柳
川
」

9
月
鈎
日
出
午
後
2
時
1

「
地
域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
す
す
め
」

会
場

パ

レ

ス

凶

券

申
込
み

8
u
n
白
日
ま
で
に
朝
日

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及

協
力
校
に
泊
高

出
山
川
町
社
会
一
仙
祉
協
議
会
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
持
及
協
力
校
に
、
泊

高
等
学
校
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

県
下
の
小

・
中
・高
校
の
学
童
・

生
徒
を
対
象
に
、
体
験
学
習
を
通

じ
て
社
会
福
祉
へ
の
理
解
と
関
心

を
高
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

拾
を
広
げ
る
こ
と
を
闘
的
と
し
て

指
定
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

普
及
協
力
校
は
、
現
在
県
内
に
は

臼
校
。
朝
日
町
で
は
、
朝
日
中
学

校
も
前
年
度
か
ら
こ
の
指
定
を
受

け
て
い
ま
す
。

こ
の

2
校
の
ほ
か
、
朝
日
町
社

会
福
祉
協
議
会
で
も
、
前
年
度
か

ら
泊
小
学
校
と
笹
川
小
学
校
の

2

校
を
指
定
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
が
さ
ら
に

広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

－
ふ
く
し
の
窓

＠

た
の
し
く
ス
ポ
ー
ツ

｜
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
｜

6
月
げ
日
、
教
育
文
化
会
館
体

育
館
で
第
ロ
回
朝
日
町
福
祉
団
体

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
に
ぎ
や
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
大
会
に
は
、
児
主
ク

ラ
ブ
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
身
体
障
害

者
協
会
な
ど
、
町
内
刊
の
福
祉
同

体
の
会
員
約
3
0
0
人
が
参
加
。

サ
イ
コ
ロ
を
使
っ
た
「
出
た
と
こ

勝
負
」
や
ラ
ク
ピ
｜
ボ
ー
ル
を
け
っ

て
の

「
あ

っ
ち
こ

っ
ち
」
な
ど
、

ユ
ニ
ー
ク
な
続
技
日
純
円
に
、
チ

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
快
い
汗

を
流
し
ま
し
た
。

賛

助

会

員

加

入

状

況

店
捨
男
、
水
島
静
枝
、
水
島
順
作
、

た
だ
い
ま
募
集
し
て
い
る
町
社
水
島
多
芙
子
、
太
平
準
盛
、
大
平

協
の
賛
助
会
民
に
次
の
方
々
か
ら
ミ
エ
、
水
島
英
樹
、
有
井
繁
雄
、

申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

布
井
悦
チ
、
小
川
静
夫
、
加
藤
善

（
敬

紘

略

）

治

、
横
山
三
春
、
舟
橋
よ
し
の
、

河
村
誠
一
、
持
必
純
子
、
柳
津
藤
洋
彦
平
、
以
上

ω名
川
口

珠
子
、
西
品
芳
枝
、
谷
健
二
、
大

（
7
月

m
H現
花
）

久
保
武
、
大
久
保
す
み
、
道
下
茂
、

’v
申
し
込
み
は
町
内
担
当
民
生
委

村
上
彰
、
坂
東
き
み
子
、
草
野
弘
、
員
ま
た
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

土
居
清
江
、
下
沢
精
二
、
犬
田
笑

子
、
平
坂
隆
一
、
長
井
清
孝
、
長

井
吉
宗
、
折
谷
広
日
英
下
、
深
見
弘

夫
、
松
田
文
一二
、
松
凪
ひ
な
、
平

坂
美
樹
子
、
寺
田
啓
次
、
届
波
由

松
、
水
島
徳
寿
、
水
島
松
子
、
水

ら あ
り
が
と
う

あ
た
た
か
い
志

朝

日

町

警

窓

銀

行

〈

6
月
川
自
1
7
月
川
目
）

り
高
山
県
移
動
商
業
組
合
さ
ん
か

1
0
、
0
0
0
円

み
ん
な
で
広
げ
よ
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

こ
の
講
座
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
レ
ッ
ジ
開
講

に
関
心
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で

日
山
県
社
会
一前
祉
協
議
会
主
催
も
受
講
で
き
ま
す
。

ふ
る

っ
て
参

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
レ
ッ
ジ
（
入
加
し
て
く
だ
さ
い
。

門
コ
ー
ス
）
が
、
県
下
4
地
区
で

日
時

・
研
修
内
容

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

9
月
8
日

ω午
後
2
時

i

新
川
地
区
で
は
、

9
月

8
H
か
「
社
会
状
況
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
泊

ら
9
凡
泊
目
ま
で
の
問
の
4
日

附

、

動

」

山
下
バ
部
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

9
月
日
日

ω午
後
2
時

1

7
月

2
目
、
富
山
市
公
会
主
で

開
催
さ
れ
た
第

6
国
民
生
委

H
－

児
童
委
員
大
会
の
席
上
、
松
原
W
M
M

吉
さ
ん
（
∞
∞
歳

・
蛭
谷
）
が
、
厚

生
大
臣
特
別
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

松
原
さ
ん
に

厚
生
大
臣
表
彰

,,,,., 
こ
れ
は
、
松
原
さ
ん
が
多
年
に

わ
た
り
、
民
生
委
員

・
児
童
委
員

と
し
て
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め

て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

し

た

も

の

③

B
5
版
用
紙
に
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
絵
と
標
語
堂
書
き
、

事
両
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
を
記
峨
し
て
く
だ
さ
い
。

賞
品
円
以
使
究
作

l
点
（

3
M

円
相
当
の
航
行
ク
ー
ポ
ン
券
）
、
優

秀
作

2
点
（
記
念
品
）
、応
募
者

全
貝
に
制
品

応
募
先
入
普
警
察
持
内
m
九
日
米
安

全
協
会
事
務
局
（
入
善
町
制
山
1

3
8
5
）
へ
。
（
持
参
も
可
）

全峨

シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

刻

シ
ン
ボ
ル
標
語

応
募
要
領

①
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

標
語
は
関
連
し
た
も
の
で
、セ
ッ
ト

で
1
組
と
し
ま
す
。
（
例
）交
通
安

全
無
事
故
で
か
え
る
i
蛙
の
イ
ラ

ス

ト

②

キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
な

る
べ
く
朝
日
町

・
人
普
町
に
関
連

平成2年8月分

3番華理号 求人戦艦 年歯官 賃 （円金） 
性 意t~韓場所 採用 資絡経験
JllJ 休日 人数 免 2干 有事

絞験室員 22才～ 155,000～ 
男

朝日町月山
2 事息苦手45才 230,000 自~飽毎週休28

2 霊機運転手
22才～ 150,000-

9号
朝日町z枚僑

5 不問45才 230,000 自祝帽金位指定週従自

3 販売備営襲 20才～ 120,000～ 
努

羽田町三枚機
3 不問

整 士 50才 160,000 Bill地脅位指定通体2日

4 製 材 駿 エ
25才一 175,000～ 

男
朝日町道下

2 不問60才 210,000 自祝他

5 電気部品 18才ー 110,000-
女

朝日町草野
5 不問組立 40才 130,000 日1抱BUカレンダー・

6 機械工
18才～ 129,000～ 不 朝日町草野

6 不問
60才 164,000 間 自他

7 受付及ぴ店員 20才～ 120,000 不 朝日町月山
2 不問

30才 問 他月 4図 普通自動車免許

8 縫製．検査工
18才ー 104,000～ 

女
朝日町平柳

2 不問55才 119,000 日祝

9 電気工事土 18才ー 130,000-
男

朝日町平線
2 経未験経者験優者遇良し及び見習 42才 280,000 日曜日

10 店 員
18才ー

時給500-女
朝日町道下

営通自動車免許45才 日晦日

ホット求人情報

くらしの情報室

応
募
資
格

朝
日
町
ま
た
は
入
善

町
に
居
住
し
て
い
る
人

応
募
締
め
切
り

9
月

1
日

ω

海
上
保
安
一一学側
学
生

受
付
期
間

9
月

6
日
ω
1
9
月

凶
日
制
〔
当
日
消
印
有
効
）

受

験

資

格

昭

和
位
年
4
月

2
日

（大
学
校
は
昭
和
何
年
4
月

2
U
）

以
降
生
ま
れ
で
、
次
に
掲
げ
る
人
。

一
①
高
等
学
校
を
卒
業
ま
た
は
平
成

一
3
年

3
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込

一
み
の
人

h
h

一
②
尚
等
専
門
学
伎
の
第

3
学
年
の

同
一
課
紅
を
修
了
ま
た
は
平
成
3
年

3

M
一
月
ま
で
に
修
了
す
る
見
込
み
の
入

品
一
③
そ
の
他
大
学
入
学
資
格
検
定
に

芯

合

格

し

た

人

け側一

修

業

期

間

①

大
学
校
：
・
4
年
間

監

①
学

校

水

路

料

・
航
海
科

・
機

蹴
…
山
一
関
料
等
：
・1
年

間

灯

台

科

・
通

話
一
信
科

2
年
間

込

一
問

い
合
わ
せ

生
地
鼻
航
路
標
識

市

C

甑
聖

肝
綿
一
事
務
所
（
宮
町
1
8
0
7
9
）ま
た

コ純一

は
第

9
符
区
小
川
上
保
安
本
部

（
告

b
舟

白
川

L

2

4

4

V
4
1
5
1
）
へ
。

4
1
4
 

線
、
‘

情

tB
lv 

人

わ

M
1
〈

世
A
H

0
2
5
 

自

衛

官

（装
評
）

平
成
2
年
度
第
2
次
白
尚
古
れ
が

集
が
行
わ
れ
ま
す
。

募
集
人
員

V
男
子

2
等
陸
士
・：
約
日
名
、

2
等
海
上
・：
約
4
名
、

2
等
宅
全

・・
若
干
名

V
女
子

2
等
陸

・
梅

・
空
士
・
：

若
干
名

募
集
期
間

V
男
チ

9
月
初

U
ま
で

V
女
子

9
丹
羽
円
ま
で

問

い

合

わ

せ

役

場
総
務
課
（
宮
内

線
2
0
6
）
ま
た
は
自
衛
隊
魚
津
募

集
ギ
務
所
（
古
川“”
1
0
3
6
）
へ
。

で
て
お
い
で
あ
な
定
の
能
力

田
市
町
即
略
職
世
宋
儲
臨
南
刈
閉
間
島
苅

セ
ン
タ
ー
受
講
生

募
集
科
目

建
築
施
工
科
・
：
初
名
、

住
宅
営
繕
科
：
－
m名、
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
科
：
・
別
名

入
所
日
及
び
訓
練
期
間

平
成
2

年
問
月
3
日
州

6
か
月

申
し
込
み

段
寄
り
の
公
共
職
業

安
定
所
へ
。
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、

黒
部
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
告

白

0
2
5
i
）
へ
向
い
介
わ
せ
帯
、

間 宮・富
題 芹ヲ 山

μ』県
凶 l阜 の
勢 1‘人
調 と！？ 口
査 LJは

時予伊
平想、？
成懸
4賞

日
日
老
齢
福
枝
年
金
の

π』
証
書
を
郵
便
局
へ

豆
8
月
は
、
問
民
年
金
老
齢

耳

目
制
祉
年
金
の
立
払
い
凡
で
す
。

十山
由
今
度
の

8
月
期
文
払
い
分
は
、

前
市
－

い
つ
も
の
証
書
の
他
に
特
別

一
札
立
証
書
が

2
枚
あ
り
ま
す
。
今

7
沖
よ
年
2
月
に
渡
し
て
あ
る
分
と
、

日
じ

今
回
お
渡
し
し
た
分
で
す
。

今
年
の
支
払
い
日
は
、

8
月
日

日
に
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
郵
便

局
の
窓
口
で
受
け
取
り
、
そ
の
ま

ま
託
舟
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
に
保
管
抗
を
お
波
し
し
ま

す
。
保
管
証
は
、
後
日
、
今
年
の

8
月
か
ら
翌
年
の

7
月
ま
で
の
支

払
い
額
を
記
入
し
た
証
書
を
お
返

し
す
る
と
き
に
引
き
か
え
ま
す
か

ら
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

高
額
療
策
費
の

貸
し
付
け
制
度
の
利
用
を

大
き
な
手
術
や
入
院
な
ど
で
医

療
費
が
高
額
に
な
り
、
支
払
い
が

凶
維
な
場
合
に
、
保
険
が
適
用
さ

れ
る
高
額
療
長
官
分
の
相
当
額
に

つ
い
て
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

医
療
機
関
の
請
求
書
と
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
限
度
額
は

月
附
万
円
で
無
利

f
で
す
。

－
平
成

2
年

8
月
号

＠

就業者割合（第2次産業）一…全国平均33.73% 高山県（7位）39.59% (I{立）岐阜県43.920,o(47位）沖縄県21.56%（昭初62年｝（昭和60年）(35｛立）富山市31.7%( 1位）井口付51.9%就業者割合（第2次産業）・…朝日町 （16位） 44.8% 



－
く
ら
し
の
情
報
室

⑪

叩
月
1
日
）
に
お
け
る
富
山
県
の

人
口
は
何
人
で
す
か
？

応
募
資
格

県
内
在
住
者
に
限
る
。

応
募
方
法

郵
便
は
が
き
に

「
県

人
口
予
想
懸
賞
解
答
」
と
書
き
、

は
が
き
1
枚
に

l
つ
め
答
え
と
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
職
業
、

年
齢
を
記
入
す
る
こ
と
。

応

募

先

干

側
富
山
市
新
総
曲

輪
l
｜
7

富
山
県
統
計
課
内
「平

成
2
年
国
勢
調
査
高
山
県
実
施
本

部
懸
賞
募
集
」
係

締
め
切
り

山
月
l
H
川

・
当
日

消
印
有
効

賞
金

金
賞
（
5
万
円
）

l
名

・

銀
賞
（

3
万
円
）
1
名
・釧
賞
（
l

万
円
）

2
名

・
残
念
賞
（

3
千
円）

同
名婦

人
ス
ポ
ー
ツ
教
室

8
月

3
日
か
ら
毎
迎
火

・
金
曜

日
に
、
町
勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー

で
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

フ
レ
ア
ン
ュ
テ
ニ
ス
、
イ

ン
テ
ィ
ア
ヵ
ー
な
ど
、
新
ス
ポ
ー

ツ
を
中
心
に、

9
－

m回
目
に
は

大
川
都
先
生
の
指
導
で
ジ
ャ
ズ
ダ

ン
ス
も
行
い
ま
す
。

梅
津
諭
、
大
村
和
也
、
折
谷
春
佳
、

間
部
知
子
、
山
手
茂
、
若
林
英
祐
、

岩
田
健
史
、
弥
忠
田
抄
知
、
平
野

園
絵

五
箇
圧

高
島
靖
明
、
安

達
晩
宏
、
南
茂
恵
里

山
崎

川

原
英
樹
、
九
里
倍
史
、
清
水
飛
鳥
、

真
部
歩

－
朝
日
中
学
校

（
三
年
生
）

篠
田
龍
文
、
松
下
毅
、
東
由
紀

子
、
津
田
佳
奈
子
、
藤
田
真
澄
、

新
聞
健
二
、
堀
内
栄
、水
島
克
枝
、

酒
井
直
人
、
4
寸
崎
泰
、
水
井
雄
二
、

瓜
生
英
子
、
舘
亜
矢
子
、
谷
久
美

子
、
湯
本
勉
、
氷
見
陽
輔
、
寺
田

志
保
、
丸
岡
加
奈
子
、
江
淵
慎
一

、

追
分
健
、
森
川
雅
寛
、
寺
田
郁
子
、

前
川
美
香
、
松
津
友
美
、
岡
田
貴

志
、
土
井
健
太
郎
、
南
茂
博
志
、

大
背
陽
子
、
折
谷
真
紀
、松
岡
由
季

新
た
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
み
た

い
と
患
っ
て
い
る
女
性
の
皆
さ
ん
、

替
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
へ
。

富
山
県
職
員
協
採
用
試
験

受
付
期
間

平
成
2
年
8
月
間
日

ω
1
9
月
7
日
俗

第
一
次
試
験
日

平
成
2
年
同
月

7
白
川
町

第
一
次
試
験
会
場

川
県
立
富
山
中

部
高
等
学
校

試
験
区
分

中
級
：・

一
般
事
務
、

保
母
、
農
業
、
農
業
土
木
、林
業、

学
校
栄
養
職
民
、
司
書
、
初
級
・：

一
般
市
ψ

務
、
学
校
事
務
、
将
察
事

務
、
婦
人
補
導
員

な
お
、
受
験
資
格
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
、
県
の
人
事
委
員
会

（
宮

0
7
6
4
1
U
1
6
1
6

6
内
線

へ
問
い
合
わ
せ
を
。

3
0
8）

 

駁

留
守
番
電
話
開
設

魚
津
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

求
人
情
報
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

「求
人
一票

（
写
し
）
」
や
「
求
人
情
報
一
覧
表
」

の
郵
送
サ
ー
ビ
ス
を
留
守
番
電
話

愛
の
献
血

協
力
者
名
（

6
月
実
施
分

女
印

は
酬

M
、
そ
の
他
は
捌
凶
献
血
者
）

境
地
区

矢
口
英
資
、
水
島
纏
、

水
島
里
美
、
水
島
聡
、
水
島
育
子

宮
崎
地
区
女
一扇
谷
康
志
、
大
扇
谷

成
一
、
扇
谷
克
彦
、
嘉
義
陽
子
、

扇
谷
幸
子
、
佐
田
国
博
、
河
内
英

樹
、
水
島
知
美
、
河
内
美
保
子
、

竹
谷
司

笹
川
地
区
大
小
林
菊
美
、

長
井
一
浩
、
竹
内
由
記
子
、
小
林

香
代
子
、
竹
内
隆
智
、
小
林

一
幸

泊
地
区
大
渋
谷
美
博
、
大
花
房
伸

夫、

求
島
田
武
、
－R
水
島
良
雄
、

女
平
野
清
彦
、
－R
阿
部
行
夫
、
大

村
誠
、
加
議
邦
男
、
岩
井
文
雄
、

谷
口
明
美
、
田
中
修
、
藤
焼
和
昭
、

松
倉
美
和
、
折
谷
仁
美
、
舟
川
睦

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

く
だ
さ
い
。

電
話
M
1
0
3
6
5
・
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ

ス
M
H
8
8
4
1
・
留
守

番
電
話
M
1
8
8
4
2

ご
利
用

朝
日
町
福
祉
タ
ク
シ
ー

町
で
は
、
重
度
身
体
障
害
者
仰

の
た
め
に
、
タ
ク
シ
ー
の
基
本
料

金
を
助
成
す
る
福
祉
タ
ク
シ
ー
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
悩
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
を
希
望
…

さ
れ
る
人
（
肢
体
不
，
闘
由

・
体
幹

障
害

・
視
覚
陀
害
そ
れ
ぞ
れ
l
、

2
級
の
人
）
は
身
障
者
手
帳
と
印

鑑
持
参
の
？
え
役
場
住
民
課
悩
枇

係

〈
宮
内
線
1
1
2
・
1
1
6
）

へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

歯
の
健
康
児

次の方々が「歯の健康児」

として表彰されました。

－保育所（きく組）

境大逮有希泊東部堀

田泰雅、若林久美子、島端都中

月泊中部山手湖、川畠タ

奈、麓千里、舟見佐保皇、阿

部清香泊南部竹中裕賞、

酒井真幸桜町河村畠彦、

水野裕一、山手美穂西部

町の工事発注状況 <6月 1日～6月30日〉

工 ~f, 名 場所 う予己成定 }e晶 書負司 省長 者ー 担当課

朝日間．立 j白小学校修総エギ i?l保 7月 1.339 .000 勝~ j自 木工. ji!f 教脊委員会

林日~~j益1林段道谷開設2併勾殺線 I則 的tヱ4¥:虫tf谷 7月 5,150,000 f告1 土 井建設農林水産諜

事主~自 町f器営住宅三正桜llfT体｜羽地位ユ二干主主1も本お f長町 平3成月3~f 143.633.500 小 Ill建設工業側 建設繰

II 
主共繭会主戊．同替．企明工従業務白来体町官．正営水気似Z設M備町E機建団声地設高 建設談t立 全t 設 係i 工 事”

II JJ '227 ,000 

，， 給排水l!f.I~主目立 fiili 工司手 ，， II 21,990,500 附 i登用工業所 建設議

篠
田
俊
介
、
追
分
龍

一

南
保

上
回
優
子

山
崎

鹿
熊
昌
毅
、

安
遠
洋
平
、
鹿
熊
佑
、
稲
荷
美
奈

子

大
家
庄

吉
田
勇
人
、
弓
肝

智
哉
、
井
村
山
忠
子
、
伊
藤
陽
子

A
V
小
学
校

（
六
年
生
）

宮
崎

水
島
豊

泊

笹
川
梨

佳
、
川
瀬
麻
衣
、
柚
木
直
美
、
南

保
俊
輔
、
大
平
圭
祐
、
長
谷
川
剛
、

一坂藤慎太郎、勝原千春、岩井V

博、中嶋富子、越間利志雄、珊

山本補作、小坂容子、長谷栄一

子、谷口正子山崎地区女水醐

野利博、上不一夫、久保田良四

一、安達祐一、上市智香子、間

井森正弘、本田淳子、赤川直．

美、名越真由美、長津浩美、「

七沢正美、安達進、川端券吉、叫

安達政昭大家庄地区女沢田叫

孝樹、－R坂口仁志、女山本誠、a

－R自由中繁信、西島峰雄、水野L

真紀子、平野間子、堂用知子、吋

森田朗、住吉嘉人、清水和美、r

池田陽子、高島スエ子、堀川可

知香子、小川直美、西島初枝、

石井雅博、藤田真理子、東伊

都子、堀川正人（（以上山名）

ご協力ありがとうごぎいました。

生活必需昂価議
司司M・“副，

ア月分｛毎月108現在潟査） 単イ立：円

お‘ 名
平 t6J 1凶 絡

7月 前月比 前年同月比

1i 
ガ ソ ン 130 。＋ (1.tt宛 lR, ) 

j自
H itll 

（配達18£) 888 。+ 78 
製

,11, L p tl ス 2,602 。+ 259 ( 5 m・｝

日 台所網∞洗，ae剤 255 。 。
（中f':l:洗剤6 ） 

用 テ（ィ4ン ユペ ー パー 158 《ホ ＋ 9 00枚紙箱入り ）

臼＇n可 ト歓イレ ッ トペーパー 256 。- 55 
（ 紙ローJレ4倒組）

食 パ ン ~G秀 。 。
（普通品 6枚入I))

て7 一 If ン ミ＝圃＂＂＇

!JU ( 450 g l絡） 310 + 4 2 

エ し 、 守 t白
492 。 。

(1££ ピン入り）

食 サラダ泊
318 。+ 31 （ポリ答総700g入り）

il'l. と つ ふ
92 。+ 11 （もめん lγ）

牛 手L 231 。＋ 7 (I .eパック入り ）

牛 肉

~ 。
（中｜均もも JOOg)

持軍 l士l
＼ ミ己ノ。

（中肉もも JOOg) 180 ＋ 1 

生 守倫 l)jJ 184 - 4 + 19 (Mサイ
鮮

玉 ね 司、ー， ぎ
207 -16 2 

食
（普通品 lkg) 

f;f h い kしg ょ 288 + 8 + 80 
~"ii 

（普通品 l ） 

主r
（普ヤ通品 1円 k、g) ‘ソ

23~ 礎2 + 66 

人 参 デ48 一14（普通品 lkg) 

くらしの情報室

入
、
笹
川
勇
樹
志
、
平
田
友
成
、

杉
田
し
の
ぶ
、
魚
住
百
合
子
、
水

野
亨
、
長
崎
正
直
、
島
端
明
子
、

大
平
祥
司
、
佐
渡
英
治
、
松
浬
正

英
、
鷲
明
日
香
、
魚
津
道
子
、
川

合
俊
雄
、
亀
谷
高
子
、
笹
川
謙
一
、

大
谷
静
乃
、
平
坂
真
寿
美
、
西
村

由
紀
子
、
米
国
奈
穂
子
、
福
平
由

紀
子
、
河
村
厚
子
、
下
津
和
美
、

平
沢
美
佐
子

五
箇
圧
地
区
安
西

村
英
則
、

－R
荒
木
陽
正
、
女
鍛
治

智

一
、
女
篠
田
彰
彦
、山
手
清
男
、

山
手
妙
子
、
松
沢
正
隆
、
浜
川
光

一
、
大
久
保
藤
雅
、
大
沢
ひ
と
み
、

江
端
園
美
、
小
林
正
光
、吉
江
徹
、

荒
井
い
づ
み
、
川
上
恵
、
稲
荷
敏

子
、
広
田
元
子
、
岡
島
美
也
子
、

柳
原
宏
美
、
新
聞
浩
美
、
河
村
友
．

子

南
保
地
区
大
谷
口
繁

一
、
女

本受
1箱5
1伝記

新

し
い
本

（
一
般
書
）

ゆ
ふ

加
山
又
造

・
前
本
ゆ
ふ

溜
磁
の
名
前
上
下

ウ
ン
ベ
ル
ト

・
エ
｜
コ

そ
れ
で
も
「

N
O
」
と
言
え
る
日

本

石

原

似
太
郎

ウ

フ

フ

の

お

話

林

真

理

子

私
の
し
あ
わ
せ
人
生
一
宇
野
千
代

目
志
の
ニ

ュ
i
イ
ン
、
グ
ラ
ン
ド
物

語

中

井

賞

忠

み

み

ず

の

ハ

ナ

唄

安

部

議

二

名
探
偵
た
だ
い
ま
逃
亡
中生

自
治
郎

r－e、
ま
つ
わ
へ
い

立
松
和
平

ヤ
ポ
ネ
シ
ア
讃
歌

天
窓
に
雀
の
あ
し
あ
と

田
辺
聖
子

（
小
説
）

夜

の

な

い

窓

述

城

三

紀

彦ひ
と

C
O

ク

ラ

ウ

テ

ィ

辻

仁

成

落

葉

小

川

川

崎

南

木

佳

士

お
か
し
な
大
名
だ
ち
神
坂
次
郎

白

い

山

村

田

喜

代

子

し

ら

ぬ

ひ

上

下

回

久

保

英

夫

E

き
ら
ら
の
指
輪
た
ち

湘

藤
堂
志
津
子

開

花

の

嵐

上

下

清

水

一

行

幽

パ
l
パ
ラ
が
歌
っ
て
る
落
合
恵
子

制

魔

界

水

協

伝

⑬

栗

本

賢

一

春

色

天

保

政

談

多

岐

川

恭

ば

さ

ら

の

群

れ

童

門

冬

二

本
の
紹
介創作童話英語版 I O冊

岩崎書店

「
は
れ
と
き
ど
き
ょ
た
」
や
「こ

ち
ょ
う
め
の
お
ば
け
や
し
き
」
な

ど
、
大
人
気
の
創
作
童
話
の
英
語

版
。
日
本
語
シ
リ
ー
ズ
と
合
わ
せ

て
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
英
語

が
に
が
て
な
人
も
き
っ
と
楽
し
く

読
め
る
は
ず
。
夏
休
み
に
ぜ
ひ
挑

戦
し
て
く
だ
さ
い
。

〈〉
夏
休
み
こ
ど
も
手
作
り
教
室

日
時

8
月
幻
日
制

午
後
l
時
却
分

1

会
場

図
書
館
児
童
室

－
平
成
2
年
8
月
号
⑪

富山県（3l{;i:)Sl.95% ( 1位）東京都59.12% (47位）長野県46.13%（昭和62年）就業者割合 （第3次産業） 全函平均57.77% 

哩喫瞳盟圃輔圃’

( Hfl初60年）(35位）井口村29.6%( 1位）富山市62.9%就業者割合（第3次産業）・…朝日間 (15位）44. 7% 



身近怠話題を待っています 〈岱83－竹00内線204）へ。あなたの回りの広報係では，ICS News & To 

模範 ライ ダー宣言
- BMWで交通安全キャンペーン ー

道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
も

n
を
あ

ん
ぐ
り

l
。

七
月
七
円
、
朝
日
町

役
場
か
ら
入
善
警
察
署
ま
で
の
同

道
8
号
線
を
B
M
W
オ
ー
ト
バ
イ

七
十
五
台
が
、
隊
列
を
組
ん
で
さ
っ

そ
う
と
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

実
は
こ
れ
、
北
陸
叩
信
越
五
燥

の
B
M
W
愛
好
家
が
、
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
行

っ
た
も
の
で
、
入
普
署
に
着

い
た

皆
さ
ん
は
、
暴
走
族
追
放
と
安
全

運
転
立
言
を
し
、
股
純
ラ
イ
ダ
ー

に
な
る
こ
と
を
汗
い
合
い
ま
し
た
。

感動のドラマが銀幕に
ー 映画「少年時代」全国公開に先駆け上映 ー

昨
年
の
七
日
か
ら
制

U
川
を
は

じ
め
、
県
内
各
地
で
川
柳
似
が
行
わ

れ
て
い
た
映
問

「
少
年
時
代
」
が

つ
い
に
完
成
し
、
八
け
の
全
国
公

開
に
先
駆
け
町
内
で
上
映
さ
れ
ま

し
た
。

戦
時
下
の
高
山
を
舞
台
に
、
品
川

か
令
と
A1

開
児
童
と
地
元
少
年
の
心
の
高
藤

を
砧
い
た

こ
の
「
少
年
時
代
」。

ス

ク
リ
ー
ン
に
は
、
大
家
庄
小
学
校

や
舟
川
の
桜
並
木
が
映
し
出
さ
れ

る

一
方
、
町
内
の
子
供
俳
優
も
多

数
登
場
、
プ

ロ
顔
負
け
の
名
演
技

を
見
せ
て
い
ま
す
。

町
内
で
は
、
小
中
学
生
全
日
を

含
む
お
よ
そ
三
千
J

一百
人
が
こ
の

映
画
を
鑑
賞
、
感
動
の
ド
ラ
マ

に

酔
い
し
れ
ま
し
た
。

－
ま
ち
の
う
ご
き

⑪

ダ
ム
の
湖
畔
に
記
念
碑

ー
入
会
林
野
整
備
碑
建
立

l

削
円
小
川
ダ
ム
の
湖
畔
に
・
花
山

崎
生
産
森
林
組
合
（
水
肝
健

一
組

合
長
）
の
「
入
会
林
野
整
備
之
砕
」

が
建
立
さ
れ
、
七
月
七
日
、
碑
の

除
必
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
碑
は
、
同
組
合
が
設

4
卜

周
年
を
迎
え
た
の
と
、
朝
日
小
川

ダ
ム
、
北
陸
電
力
朝
日
小
川
発
電

所
が
建
設
さ
れ
た
の
を
－記
念
し
て

建
立
さ
れ
た
も
の

で
、
こ
の
自
の

除
幕
式
に
は
関
係
者
六
十
人
が
出

席
、
そ
の
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

窃電y~φa，偲

官成｛言寛長kJ寺純上櫛尾

チ~I受光長女優失点下町
阿部行夫長男百行松i~~町

湯上谷i愛P.1J 長女 怜 衣仏l脇町

償川 久長男 駿 4'悌二区
凶向昭彦長女早百合平仰二区

山崎 irll 民女彩 l1'i:旭ヶ兵

納木｜ ： 条 之 長 女千イ手小吏

イ：ti二台!It 長女彩子 山i品
(Jr ii森山二 2 9J tiS 抜大家l主
j武川勝1掌長男太一樹水

中仏 i敬 2山 歩 下山新

能iヰ！万之 2児 裕太下山新

三人円の誕宅

おめで とうございます

2女香川経

？こつξむかレ と芝、ねじ のこ とじ ゃ
一 椎の木グループが手作り紙芝居で保育所訪問 一

ふ
る
さ
と
の
昔
ぱ
な
し
を
紙
芝

居
で
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
七

月
十
一
日
、

「
椎
の
木
グ
ル
ー
プ
」

（
代
表

・
大
平
市
子
さ
ん
）

の
皆

さ
ん
が
泊
南
部
保
育
所
を
訪
れ
、

子
供
た
ち
に
ス
テ
キ
な
ひ
と
と
き

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
紙
芝
居
は
、

町
に
伝
わ
る
民
訴
を
も
と
に
絵
や

文
な
ど
は
す
べ
て
会
只
の
皆
さ
ん

の
手
作
り
に
よ
る
も
の
。

こ
れ
ま

で
も
児
童
ク
ラ
ブ
や
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
を
訪
れ
る

一
方
、
昨
年
四
月

か
ら
は
毎
月
広
報
あ
さ
ひ
に
も
叫

載
、
町
の
皆
さ
ん
に
ぬ
く
も
り
の

あ
る
物
語
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

こ
の
目
、
紙
芝
肘
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
子
供
た
ち
、
「
む
か
し
む

か
し
の
こ
と
じ
ゃ
っ
た
」
と
語
る

全
員
の
皆
さ
ん
の
名
調
子
に
、
す

っ

か
り
夢
中
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
挑
戦

ー
泊
小
親
子
陶
芸
教
室

机
子
で
陶
芸
を
来
し
も
う
と
、

泊
小
学
校
P
T
A
が
七
月
八
円
、

親
子
陶
芸
教
室
を
聞
き
ま
し
た
”

五
年
ほ
ど
前
か
ら
続
け
ら
れ
て

い
る
こ
の
教
室
、
今
年
は
笹
川
陶

芸
セ
ン
タ
ー
と
越
山
一討
の
二
つ
の

会
場
に
お
よ
そ
六
十
人
の
親
子
が

参
加
。
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
粘
土

を
こ
ね
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
コ

ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
や
湯
の
み
、
小
皿

な
ど
、
世
界
に
一
つ
し
か
な
い
自

分
だ
け
の
作
品
づ
く
り
に
挑
戦
し

金
品
l
レ
ト
～
。

出崎

新山県

崎

両品
店崎

l:IJHJi波
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第
十
七
話

「
七
本
と
う
ば
と
福
ま
」

む
か
し
む
か
し
、
境
の
村
に
福
ま
と
い
う
働

き
も
ん
の
若
者
が
、
信
心
深
い
ば
あ
さ
ま
と
二

人
で
暮
ら
し
て
お
ら
す
た
が
や
と
。

あ
る
年
の
春
、
ま
だ
山
に
雷
が
残
っ
て
お

っ

た
こ
ろ
の
話
じ
ゃ
が
の

お。

前
の
年
の
秋
に
集

め
て
お
い
た
柴
を
「
丸
」
に
し
て
ふ
も
と
へ
転

が
し
落
と
す
大
仕
事
の
日
の
、
」
と
じ
ゃ
。

若
い
福
ま
は
、
山
の
上
で
「
丸
」
を
作
っ
て

下

へ
転
が
す
役
を
ま
か
さ
れ
て
、

一
生
懸
命
働

い
て
お
っ
た
が
や
れ
ど
、
突
然
、
ゴ

i
ッ
と
い

う
音
と
一
緒
に
な
で
雪
ゃ
落
ち
て
き
て
、
ア

ッ

と
い
う
聞
に
雪
に
の
ま
れ
て
し
も
う
た
が
じ
ゃ
。

「
か
わ
い
そ
う
な
こ
と
し
た
の

お
」。
村
人
た

ち
ゃ
捜
す
あ
て
も
な
く
、
悲
し
み
な
が
ら
も
野

Eヨ月 E扇表 I~~’
,3,iざと再発見むリ，弐⑤

辺
の
送
り
を
す
ま
せ
た
が
や
と
。
そ
ん
じ
ゃ
れ

ど
、
ば
あ
さ
ま
だ
け
は
ど
う
し
て
も
福
ま
が
死

ん
だ
と
は
思
わ
れ
ん
で
の

お
、
ボ
ロ
板
を
拾
っ

て
き
て
、
と
う
ば
を
作
り
七
日
七
晩
お
に
ぎ
り

を
供
え
、
「
な
む
だ
い
し
、
へ
ん
じ
よ
う

Vばあさまはボ口板を集めてとうぱを作り・．．

• }Jti•.;;:. 

絵と文・・・・・・「械の木グノレーフ・」の紙芝居から

－
平
成
2
年
8
月
号
⑪

ん
ご
う
」
と
、
福
ま
の
無
事
を
祈
り
続
け
て
お

ら
す
が
じ
ゃ
と
。

福
ま
が
い
な
く
な
っ
て
七
日
ほ
ど
た

っ
た
あ

る
日
、
村
人
た
ち
ゃ
山
へ
仕
事
に
出
か
け
た
が

じ
ゃ
と
。
そ
す
た
ら
：・
。
青
白
い
顔
し
た
福
ま

ょ
う
生
き
と
っ
た
の

お。

ど
う
し
て
お
っ
た
が

月

じ
ゃ
」
と
聞
か
れ
福
ま
は
語
り
だ
し
た
が
じ
ゃ
。

同

肉
リ

「
お
ら
あ
、

な

で

に

飲

ま

れ

気

が

付

い

た

時

コ

リ〆

に
や
、
体
が
も
う
動
か
な
ん
だ
。

『
こ
の
ま
ま

か

死
ぬ
が
や
ろ
か
：
・。
ば
あ
さ
ま
助
け
て
く
れ
つ

－
M

唱
l
ム

せ
l
』
と
叫
ん
ど
っ
た
ら
、
急
に
固
め
前
に
黒

V
昨
年
四
月
か
ら
、
毎
月
広
報
に

嗣
寸

い
衣
の
坊
さ
ま
が
現
れ
て
に
ぎ
り
め
し
を
く
掲
載
し
て
い
る
ρ

ふ
る
さ
と
の
む

醐
い

れ
、
体
を
さ
す
っ
て
く
れ
す
た
が
や
。
そ
し
て
か
し
ぱ
な
し
H

が
好
評
だ
と
い
う
、

嗣
ロ

そ
れ
か
ら
毎
日
毎
日
、
七
人
の
坊
き
ま
が
か
わ
ウ
レ
シ
イ
声
を
耳
に
し
ま
し
た
。

幽
5

る
が
わ
る
や
っ
て
き
て
、
に
ぎ
り
め
し
を
く
れ

山
V

「
維
の
木
グ
ル
ー
プ
」
の
皆
さ

話

す
た
が
や
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
坊
さ
ま
た
ち
ゃ

剛
ん
が
手
作
り
し
た
紙
芝
居
を
、

毎

闘
世

一
人
一
人
み
ん
な
目
や
耳
、
口
な
ど
が
な
い
不

四
月
一
話
ず
つ
紹
介
し
て
い
る
こ
の

閥
的

自
由
な
人
ば
っ
か
り
や

っ
た
。
で
も
、
そ
の
劫
さ

山
コ
ー
ナ
ー
、
人
気
の
秘
密
は
、
身

柵

一

ま
た
ち
の
お
陰
で
お
ら
あ
助
か

っ
た
が
じ
ゃ
」。
帥
近
に
伝
わ
る
民
話
で
あ
る
こ
と
、

剛
山

ば
あ
さ
ま
が
拾
っ
て
き
た
ボ
ロ
板
で
作
っ
た

鵬
そ
し
て
「
方
言
」

に
あ
る
の
で
は

棚
引

と
う
ば
で
も
、
信
心
す
る
心
に
変
わ
り
は
タ
い

酬
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

噛
ー

が
じ
ゃ
。
ボ
ロ
板
め
よ
う
に
目
や
耳
の
な
い
姿

訓
V
最
近
で
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス

一
一回

に
身
を
変
、
え
た
七
人
の
仏
様
が
福
ま
を
助
け
に

m

コ
ミ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、

子
供

問
l

現
わ
れ
す
た
が
じ
ゃ
。
村
人
た
ち
ゃ
、
こ
の
不

刷
た
ち
を
は
じ
め
、
私
た
ち
の
使
う

附
汁

思
議
な
不
思
議
な
、
そ
れ
で
も
あ
り
が
た
い
出

削
言
葉
か
ら
か
っ
て
の
方
言
と
い
う

働
側

来
事
を
語
っ

て
は
、

手
を
合
わ
せ
、
念
仏
を
と

聞
も
の
が
、
少
し
ず
つ
姿
を
消
し
つ

醐
9

な
え
す
た
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
。

明
つ
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
o

m
女

欄

V
そ
の
た
め
か
、
こ
の
H

む
か
し

醐
日

嗣
ぱ
な
し
’
に
出
て
く
る
ほ
の
ぼ
の

剛

一

間
と
し
た
言
葉
づ
か
い
が
、
時
に
は

柵
幻

刷
懐
か
し
く
、
そ
し
て
時
に
は
新
鮮
に

晶
日

開
さ
え
感
じ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

男

醐
V
今
は
ち
ょ
う
ど
夏
休
み
。
た
ま

け

削
に
は
家
族
そ
ろ
っ
て
、
ふ
る
さ
と

しん

閣
の
民
話
や
昔
懐
か
し
い
方
言
な
ど

の

蜘
を
語
り
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

河

闘
し
よ
う
か
。

〔

豪壮な清涼感

魚止めの滝

越道峠からおよそ 2時間。

途中，朝日岳が眼前に見える

尾根道を進むと，関とした谷

あいの静寂を打ち破るかのよ

うに，豪壮な水音が辺 I）ー箭

にとどろきます。

魚もそこから上流へは行け

ないことから，その名がイ寸げ

られたとされる魚止めの滝。

滝への降り口が危険なため．

一般の人はなかなか近づくこ

とが難しいと言われますが．

北又谷の清流が轟音とともに

約10メートル下の滝つぽへと

落ちる様は，まさに圧巻。豪

壮なその景観は見る者を圧倒

します。


